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研究成果の概要（和文）：日本人成人の就労世代を対象とし，歯槽骨吸収と心血管系イベントリスクに関連する
因子の関係を検討した．人間ドックを受診し，ベースライン時と5年後のデータおよびパノラマX線写真が揃って
いる者を対象とした．パノラマX線写真より歯槽骨吸収量を測定し，ベースライン時の歯槽骨吸収量が中等度以
上の者と軽度吸収の者の2群に分け，各全身疾患マーカーで解析した．ベースライン時に歯槽骨吸収量が中等度
以上の被験者では，動脈硬化指数，中性脂肪の値が軽度の被験者と比較して有意に高く，基準値以上の値を示す
者の割合が高くなる．歯槽骨吸収が中等度以上であると，メタボリックシンドローム関連の指標値が悪化する可
能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：To investigate whether the presence of periodontal disease is associated 
with future deterioration of the risk markers for atherosclerotic vascular disease. The subjects 
between 2004 and 2015 to receive general medical check-ups were enrolled and classified into two 
groups (mild/moderate and severe) according to their alveolar bone resorption (ABR) at baseline. The
 associations between changes in BMI, HbA1c, LDL-C, HDL-C, LDL-C/HDL-C ratio over a 5-year period 
and the severity of ABR were evaluated retrospectively. Subjects with moderate/severe ABR 
demonstrated significantly higher LDL-C/HDL-C ratio, HbA1c levels, and lower HDL-C levels, than 
those with mild ABR at baseline. LDL-C levels significantly deteriorated in subjects with 
moderate/severe ABR, and HDL-C deteriorated to a lesser extent in those with mild ABR over the 
5-year period. Subjects with severe periodontitis may have a greater chance of developing 
atherosclerotic vascular disease.

研究分野： 公衆衛生学

キーワード： 歯周炎　歯槽骨吸収　成人健診　メタボリックシンドローム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
就労世代からその後の高齢者に至るまでの歯科保健を向上させるためには，就労世代における歯科疾患のリスク
に関する要因分析が重要であると考えた．歯周病が生活習慣病に関連することを明らかにし，さらに新たな歯科
保健プログラムの構築を行うことにより，歯周病を予防し，わが国における医療費の削減，健康寿命の延伸に寄
与することを目的とした．
その結果，歯槽骨吸収量は心血管イベントリスク関連の検査項目のうちメタボリックシンドローム関連の指標値
と関連することが示された．また，歯槽骨吸収が中等度以上であると，メタボリックシンドローム関連の指標値
の経年的悪化が顕著である可能性が示唆された．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
歯周病は慢性的な炎症に伴う歯周組織の破壊を特徴とし，人類史上最も感染者の多い疾患と

されている．歯科疾患実態調査によると，35 歳以上の 8 割が歯周病に罹患している．また，歯
周病による抜歯は，早ければ 20 代から始まり，40 代まで増加するとされている．一方で，歯周
病罹患率が増加する就労世代（20～60 歳）における男性の歯科健診受診率は 36.7%であり，女
性の同時期 48.7%と比較して低い．全体の歯科受診率 47.8%をみても，健康日本 21（第二次）
での目標値である 65.0%と比較して低い．したがって，自覚症状がないまま歯周病が進行し，末
期の状態になって歯周病と診断されることも少なくない． 
近年，歯周病は全身の健康に悪影響を及ぼしていることが多くの臨床研究や基礎研究により

明らかになってきている．具体的には，糖尿病，動脈硬化性疾患（脳梗塞, 心筋梗塞, 狭心症），
誤嚥性肺炎，腎臓病，メタボリックシンドローム，非アルコール性脂肪性肝炎などの疾患との関
連が報告されている．これら疾患群の年間医療費は合計 5 兆 6,199 億円であり，国民総医療費
の 14%にも及ぶ．そのうち，非アルコール性脂肪性肝炎は，肥満症／メタボリックシンドロー
ムに伴う慢性肝疾患であり，常習的な飲酒歴，ウイルス感染や自己免疫疾患とは関係なく肝への
脂肪沈着を認める疾患である．日本では 10～30%と高い罹患率が認められ（Eguchi Y, 2012），
今後，肥満者の増加に伴いさらに罹患率が上昇すると考えられている．さらに，炎症や線維化が
徐々に進行し，肝硬変や肝癌に移行する可能性もある．したがって，非アルコール性脂肪性肝炎
に対する適切な予防や早期治療介入が必要とされている．動物実験レベルでは，歯周病原細菌で
ある Porphyromonas.gingivalis 感染が非アルコール性脂肪性肝炎に関連することが示唆されて
いる（Furusho H, 2013）．しかしながら，その関連性を示す臨床的エビデンスは十分に得られ
ていない．そのため，今後，歯周病と同疾患との関連についての臨床研究が必要である．申請者
らは，就労世代における歯周病罹患状況と全身疾患マーカーとの経年的な関連についてプレテ
ストを実施した結果，歯周病罹患者は経年的にメタボリックシンドローム関連の指標値が統計
学的に有意に悪化することを明らかにした．今後，歯周病の予防方法について評価していくこと
が，メタボリックシンドロームの若年化や非アルコール性脂肪性肝炎に対する予防戦略に必要
であると考える． 
一方，歯周病罹患と動脈硬化性疾患（心血管系イベント）発症における疫学的関連は，欧米を

中心に多数報告されており，メタアナリシスではオッズ比 1.25～2.00 と報告されている（Lafon 
A, 2014）．わが国においては，久山町スタディーにて，クリニカルアタッチメントロスを平均 
2.5mm 以上有することが心血管系疾患の予知因子を高めることが報告されている（Shimazaki 
Y, 2004）．しかしながら，これは 10 年以上前の調査であり，また，歯周病罹患と心血管系イベ
ントは生活習慣が発症・進行に強く影響する疾患であるため，近年の国民生活習慣にあわせた研
究が必要と考えた．本研究では，本邦における就労世代のデータを用いて，歯周病が全身疾患に
与える悪影響について解析した． 
 
２．研究の目的 
 就労世代からその後の高齢者に至るまでの歯科保健を向上させるためには，就労世代におけ
る歯科疾患のリスクに関する要因分析，それに基づいたリスク発見・保健指導重視型の行動変容
を促すプログラムを構築し，その適用のプロセスを検証することが重要であると考えた．歯周病
が生活習慣病に関連することを明らかにし，さらに新たな歯科保健プログラムの構築を行うこ
とにより，歯周病を予防し，わが国における医療費の削減，健康寿命の延伸に寄与することを目
的とした． 
 
３．研究の方法 
【就労世代：20～60 歳における歯周病と全身疾患マーカーとの関連分析】 
(1) 長野健康センターにおいて，2004 年 4月から 2015 年 3 月までに人間ドックを受診した全受
診者のうち，ベースライン時と 5年後の全身疾患マーカー，パノラマ X線写真，口腔内検査デー
タおよび歯科保健データが揃っている者 533 名（男性 383 名，女性 150 名，平均年齢 50.21±
10.58 歳）を対象に解析を行った．対象者は健診受付時に文書による説明を行い，個人名が出な
い形での利用の同意を書面にて得ている. 

 
(2) 解析方法 
 パノラマ X 線写真画像は,申請者および研究協力者にて匿名状態
で計測を行う．計測方法は端末内にある画像解析ソフト ImageJ を
使用し，ベースライン時・5 年後それぞれにおいて歯槽骨頂から根
尖までの長さと CEJ から根尖までの長さを測定し，歯槽骨吸収量を
計算した．（図 1）．1/3 顎毎の最大骨吸収量の部位を代表値とし，
その平均を測定した（図 2）．計測場所を計測者間で入念に打ち合わ
せを行い，解析途中にも一致率を求め，80%以上でない場合は，再度 図 1 歯槽骨吸収量の測定 



測定方法を統一した． 
全身疾患マーカーのデータは，匿名データとし
て提供を受け，個人情報保護のため，専用のデ
ータ記憶装置（外付けハードディスク）を用意
した． 

パノラマ X 線写真より歯槽骨吸収量を測定
し，ベースライン時の歯槽骨吸収量が中等度以
上の者と軽度吸収の者の 2群と各全身疾患マー
カーのうち，心血管系イベント検査項目の基準値との関連についてクロス集計にて解析を行っ
た．また，ベースライン時と 5年後の検査値の変化量について，対応のある t検定を行った．統
計的有意水準は P<0.05 とした. 
 さらに，ベースラインと 5年後のデータおよびパノラマ X線写真撮影が揃っている者の中で，
10 年後のデータまで揃っている者についても，同様の解析を行った． 
 
４．研究成果 
対象者の特性について，カテゴリー毎に歯槽骨吸収量による群間比較を行った結果，年齢が上

がるにつれて，歯槽骨吸収量も増加した（P<0.001）．また，中等度以上歯槽骨吸収群では，女性
に比べて男性で統計的に有意に高い値が示された（P＝0.001）．CPI スコアは，歯槽骨吸収量と
相関がみられた（P<0.001）． 喫煙状態が歯槽骨吸収と有意に関係していたが、飲酒習慣との関
連はみられなかった。リスク因子のいくつかは、軽度歯槽骨吸収群と比較して，中等度以上の歯
槽骨吸収群で、有意に悪い値を示した（HDL-C、P=0.044; LDL-C/HDL-C 比率、P=0.001;トリグリ
セリド、P=0.004; HbA1c、P=0.044）． 
 次に，ベースライン時，歯槽骨吸収量が中等度以上の対象者では，動脈硬化指数（P<0.024），
中性脂肪（P<0.031）の値が軽度の対象者と比較して有意に高く，基準値以上の値を示す者の割
合が高い傾向が認められた．また，ベースライン時の値と 5 年後の値を比較した変化量では，
LDL コレステロール・動脈硬化指数・体脂肪率・中性脂肪・BMI の項目について，有意な悪化が
認められた。さらに，体脂肪率・中性脂肪・BMI の項目では，中等度以上の吸収がある者のみに
有意な悪化が認められた。歯槽骨吸収量と各全身疾患マーカーとの関連解析では，受診時年齢・
喫煙の他に，中性脂肪・HDL コレステロ―ルにおいても関連が認められた。 
10 年後のデータは，現在解析中であるが，5年後よりもさらに歯槽骨吸収量が中等度以上の者

で動脈硬化指数・中性脂肪の値が有意に高かった．また，ベースライン時の値と 5年後の値を比
較した変化量では，動脈硬化指数・中性脂肪・LDL コレステロールの項目について，中等度以上
の者で軽度吸収の者より有意な悪化が認められた．歯槽骨吸収量は心血管イベントリスク関連
の検査項目のうちメタボリックシンドローム関連の指標値と関連することが示された．また，歯
槽骨吸収が中等度以上であると，メタボリックシンドローム関連の指標値の経年的悪化が顕著
である可能性が示唆された． 
 
 

図 2 1/3 顎毎の最大骨吸収量の部位 
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